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川口高校卒業式
３月１日、３年間の思い出
と経験を胸に２０名が学び
舎を旅立ち新しいステージ
への一歩を踏み出しました



新ごみ焼却施設が完成
〜 一層の燃やせるごみ減量を 〜

ձ௡एদ஍ํ޿Ҭࢢொଜݍ੔උ૊߹Ͱ͸ɺࡏݱͷ
͠·ઃ͠ݐઃΛࢪઃͷྡ઀஍ʹ৽ͨͳ͝Έম٫ࢪ
ͨɻར༻ࢢொଜ͸ɺۚࢁொΛؚΊͨձ௡஍ํͷ̍ࢢ
̓ொ̎ଜͰ͢ɻ
৽ࢪઃ͸ن໛Λॖখͨͨ͠Ίɺொ͕ൖೖग़དྷΔ͝

Έͷྔ΋͜Ε·ͰΑΓগͳ͘ͳΓ·͢ɻܾΊΒΕͨ
ྔΛ௒͑ͯ͠·͏ͱɺҰఆؒ͝ظΈͷൖೖ੍͕͞ݶ
ΕΔ͜ͱ΋͋Γಘ·͢ɻݯࢿ෺ͷ෼ผపఈͳͲɺΑ
ΓҰ૚ͷ೩΍ͤΔ͝Έ͍ͩ͘͞ྗڠ͝ʹྔݮɻ

  金山町の目標量と７年度の実績 ʢ୯Ґɿτϯʣ

݄̐ ݄̑ ݄̒ ݄̓ ݄̔ ݄̕ ��݄ ��݄ ��݄ ݄̍ ݄̎ ݄̏ 合ܭ
໨ ඪ ྔ 43 38 29 40 37 29 35 32 29 28 23 28 391
̧࣮̓੷ 37 45 36 35 33 32 37 31 34 27 ― ― ―
௒ ա ྔ −６ ７ ７ −５ −４ ３ ２ −１ ５ −１ ― ― ―

ද͸݄͝ͱͷ໨ඪྔͱɺࠓ೥౓ͷ࣮੷Ͱ͢ɻ໨ඪྔΛ௒͑ͯ͠·݄ͬͨΛ੺ࣈʹ͍ͯ͠·
͢ɻདྷ೥౓͔Β͸ɺଞࢢொଜͷ͝ΈൖೖྔʹΑͬͯ͸ɺ͜ͷ௒ա෼ΛൖೖͰ͖ͳ͍৔߹͕͋
Γ·͢ɻ

ொຽͷօ͞Μɺ೔͔ࠒΒ͝Έͷݮ
ྔԽʹऔΓ૊ΜͰ͍͖ͨͩ͋Γ͕ͱ
͏͍͟͝·͢ɻࠓ೥౓͸ਪܭͰલ೥
౓ͷ̎�̕ˋݮͷ̐̌̌τϯఔ౓ʹ
ͳΔࠐݟΈͰ͢ɻདྷ೥౓ͷ໨ඪͰ͋
Δ̏̍̕τϯ·Ͱɺ͋ͱ̕τϯͱ͍
͏ͱ͜Ζ·Ͱདྷ͍ͯ·͢ɻ

  燃やせるごみ排出量の推移

４年度 ５年度 ６年度 ７年度（推計）

４７４トン

４３４トン
４１２トン

４００トン

೩΍せΔ͝Έഉग़ྔ
（事業系一般ごみを含む）

໨ɹඪ

̔೥౓ɾ̕೥౓ ３９１トン

̍̌೥౓Ҏ ʢ߱༧ఆʣ ３６２トン
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  １人当たりどのくらい減らせばいいの？
೥ؒ̕τϯͷ೩΍ͤΔ͝ΈΛݮΒ͢ʹ͸̍ਓ౰ͨΓ೥̑ᶵɺ̍೔̶̍̐ͷ͕ྔݮඞཁͰ

͢ɻݯࢿ෺ͷ෼ผɺੜ͝Έͷਫ੾Γ౳Ͱे෼ୡ੒Մೳͳ਺஋Ͱ͢ɻ

ʲߟࢀɿݯࢿ෺のॏྔʳ
ɾςΟογϡͷۭശɹ̶̏̌ɹɹɾ࡭̍ࢽࡶɹ̶̏̌̌
ɾϖοτϘτϧ̍ຊɹ̶̎̑ɹɹɾ৯඼τϨʔ̍ຕɹ̑ʙ̶̒ɹͳͲ

  資源物の分別徹底をお願いします
೩΍ͤΔ͝Έʹݯࢿ෺Λ͍ࠞͥͯ·ͤΜ͔ʁྨࢴݹɺϓϥενοΫ੡༰ثแ૷ɺϖοτϘ

τϧͳͲͷ෼ผΛపఈ͠·͠ΐ͏ɻ

  処理施設への自己搬入は事前連絡をお願いします
ॲཧࢪઃʹ͝ΈΛ௚઀ൖೖ͢Δ༧ఆͷํ͸ɺࣄલʹอ݈܎ʢὸ̑̐ʵ̑̍̏̑ʣ΁࿈བྷ͠

͍ͯͩ͘͞ɻ͝Έॲཧͷঢ়گʹΑͬͯ͸ൖೖ೔ͷมߋΛ͓͍͢ئΔ৔߹͕͋Γ·͢ɻ
˞ൖೖ೔౰೔͸໾৔Ͱͷखଓ͖͕ඞཁͰ͢ɻ

◎問い合わせ…อ݈܎ɹὸ̑̐ʵ̑̍̏̑

඼ɹ໨

ྨࢴݹ ϓϥενοΫ੡༰ثแ૷ ϖοτϘτϧ

キャップとラベルは外す

ग़͠ํ
種類ごとにしばる
雑がみは紙袋に入れても
よい

汚れていれば洗う 中を軽くすすぐ

஫ɹҙ
汚れているもの、におい
の強いものは燃やせるご
みに出してください。

汚れがとれないものは燃
やせるごみに出してくだ
さい。

キャップとラベルはプラ
スチック製容器包装に出
してください。

෍ϦαΠΫϧ̗̤̭ʯͰճऩ͠てい·͢ɻݹண͸։ൃηϯλʔにઃஔ͠て͋Δʮݹ◎
ɹ·ͨɺࢠͲ΋෰͸໾৔̛̍ϩϏʔͰ΋ճऩ͍ͯ͠·͢ɻʢࢠͲ΋෰ϧʔϓۀࣄʣ
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現
在
町
で
は
公
式
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
を
活
用
し
た
情
報
発
信
を
行
っ
て
い
ま

す
。
町
民
の
皆
さ
ま
は
既
に
登
録
済
み
で
し
ょ
う
か
。
日
常
生
活
か
ら
、

地
震
・
水
害
・
雪
害
な
ど
の
災
害
時
に
も
役
立
つ
ツ
ー
ル
と
な
る
公
式
Ｌ

Ｉ
Ｎ
Ｅ
。
町
公
式
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
に
登
録
す
る
メ
リ
ッ
ト
に
つ
い
て
ご
紹
介
し

ま
す
。

登
録
者
５
０
０
人
を
突
破

３
月
１
日
現
在
、
金
山
町
公
式
Ｌ

Ｉ
Ｎ
Ｅ
の
友
だ
ち
登
録
者
数
は
５
１

０
人
と
な
り
、
町
内
の
人
口
の
約

��
％
に
到
達
し
ま
し
た
。
登
録
者
の

年
齢
層
は
全
体
的
に
分
散
し
て
お
り
、

幅
広
い
年
代
の
方
々
に
登
録
し
て
い

た
だ
い
て
い
ま
す
。

登
録
者
数
が
増
え
る
と
、
よ
り
多

く
の
方
々
に
町
の
情
報
を
伝
え
る
こ

と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
、
特
に
活

用
が
期
待
さ
れ
る
の
が
、
災
害
時
の

情
報
発
信
で
す
。

災
害
時
の
影
響
で
防
災
無
線
を
聞

き
逃
し
た
、
ま
た
は
聞
こ
え
な
い
地

域
に
つ
い
て
も
文
字
で
情
報
を
受
け

取
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
公
式
Ｌ
Ｉ

Ｎ
Ｅ
は
防
災
無
線
に
次
ぐ
情
報
伝
達

手
段
に
な
り
え
る
の
で
す
。

登
録
者
数
増
加
に
よ
る

メ
リ
ッ
ト

福島県
不明
東京都

75.7%

17.4%

6.9%
ʲΤϦΞผʳ

25～29歳
30～34歳
35～39歳
40～44歳
45～49歳
50～54歳
55～59歳
60～64歳
65～69歳
70歳～
不明

4.19% 5.01%

14.61%

11.11%
11.51%

10.91%

8.81%

7.71%

5.01%

5.01%

16.12%

ʲ೥ྸผొ࿥ऀʳ

友
だ
ち
登
録
は

こ
ち
ら
か
ら

金山町公式L
ラ イ ン

INEで得られるメリット

役
場
窓
口
に
も
町
公
式
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
の

２
次
元
コ
ー
ド
を
設
置
し
て
い
ま
す
。

こ
の
ペ
ー
ジ
の
下
部
に
あ
る
２
次
元

コ
ー
ド
か
ら
も
友
だ
ち
登
録
が
可
能

な
の
で
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

普段の生活から
災害時まで、

あなたの暮らしを
支えるツールに

�広報かねやま　̔��̏��̍２



町の方々から実際
に公式ＬＩＮＥを
使った感想が
届いています

平常時
防災情報を受け取る
避難場所を調べる

ɾொͷؾ৅৘ใɺܯใɾ
஫ҙใͳͲΛड͚औΔ

ɾۚࢁொ๷ࡂϚοϓΛج
ʹۙ͘ͷආ೉ॴΛڞ༗
͓ͯ͘͠

災害時
町の状況を確認

ɾՐࡂɾ஍਒ɾਫ֐ɾ
ҟৗؾ৅ͷൃੜɺࣗ
વ֐ࡂʹΑΔఀిͳ
ͲͷൃੜΛொ͔Β௨
஌
˞�๷ࡂɾආ೉৘ใͳͲ
のٸۓɾॏཁ߲ࣄ͸
ొ࿥ऀશһに഑৴͠
·͢
ɾϦΞϧλΠϜͰொͷ
Λ֬ೝ͠ɺگঢ়֐ࡂ
৔߹ʹΑͬͯ͸ආ೉
Λ։࢝͢Δ
ɾொ಺֎Ͳ͜ʹ͍ͯ΋ɺ
΍گঢ়֐ࡂொͷࢁۚ
ආ೉৘ใΛ࣮֬ʹड
͚औΔ͜ͱ͕Մೳ

復旧支援
町の不具合を通報

ɾಓ࿏ɾՏ઒ͷଛইΛ௨
ใ͠ɺೋ࣍ඃ֦֐େͷ
๷ࢭΛαϙʔτ͢Δ
ɾொຽ͔Βͷ৘ใఏڙΛ
ड͚ɺঢ়گΛՄࢹԽ͠
ରԠʹ໾ཱͯΔ
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今
や
家
族
や
友
人
と
の
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
ツ
ー
ル
と
し
て
広
く
利

公
式
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
は

暮
ら
し
を
支
え
る
ツ
ー
ル

町の方々から実際
に公式ＬＩＮＥを

自分が欲しい情報だ
け受け取れるので通
知が少なくて良い

防災無線を聞き逃し
てもＬＩＮＥで見返
せるから便利

平常時の備えから災害時の復旧支援までをＬＩＮＥがサポート

用
さ
れ
て
い
る
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
で
す
が
、

Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
ア
プ
リ
が
で
き
た
き
っ
か

け
は
東
日
本
大
震
災
で
す
。
イ
ン
フ

ラ
が
壊
滅
状
態
で
電
話
も
メ
ー
ル
も

使
え
ず
不
安
な
日
々
を
送
る
人
た
ち

を
見
て
、
急
ピ
ッ
チ
で
開
発
が
進
め

ら
れ
て
２
０
１
１
年
６
月
に
Ｌ
Ｉ
Ｎ

Ｅ
は
誕
生
し
ま
し
た
。
日
頃
か
ら
多

く
の
方
に
慣
れ
親
し
ま
れ
た
Ｌ
Ｉ
Ｎ

Ｅ
。
平
常
時
か
ら
災
害
時
の
復
旧
支

援
ま
で
、
私
た
ち
の
暮
ら
し
を
守
る

た
め
に
活
用
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

現
在
は
、
防
災
・
避
難
情
報
や
交

通
・
道
路
状
況
な
ど
の
重
要
事
項
、

町
が
実
施
す
る
イ
ベ
ン
ト
情
報
や
、

快
適
な
暮
ら
し
に
関
す
る
生
活
情
報

な
ど
を
配
信
し
て
い
き
ま
す
。
町
民

の
皆
さ
ま
は
も
ち
ろ
ん
、
町
に
ゆ
か

り
の
あ
る
方
や
観
光
に
訪
れ
る
方
に

も
有
益
な
情
報
を
お
届
け
し
ま
す
。

ご
自
身
が
受
け
取
り
た
い
情
報
だ
け

を
受
け
取
る
こ
と
も
可
能
で
す
。
最

初
は
全
て
の
情
報
が
受
け
取
れ
る
設

定
に
な
っ
て
い
る
の
で
、「
イ
ベ
ン

ト
情
報
だ
け
受
け
取
り
た
い
」「
○

○
地
区
の
情
報
だ
け
受
け
取
り
た

い
」
と
い
う
場
合
は
、
情
報
取
得
設

定
か
ら
設
定
を
お
願
い
し
ま
す
。

◎
問
い
合
わ
せ
…
企
画
係

☎
��

−

５
２
０
３

˞શͯͷ๷ࡂແઢΛ̡̞̣̚
Ͱ഑৴͍ͯ͠ΔΘ͚Ͱ͸͋Γ
·ͤΜɻ



２
月
1�
日
、
中
川
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
お
い
て
、
第
��
回
会

津
か
ね
や
ま
雪
ま
つ
り
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
季
節
外
れ

の
暖
か
さ
の
中
、
祭
り
に
は
約
１
，
８
０
０
人
が
訪
れ
、

グ
ル
メ
や
雪
ま
つ
り
な
ら
で
は
の
イ
ベ
ン
ト
・
ゲ
ー
ム
を

楽
し
み
ま
し
た
。

雪
上
ゲ
ー
ム
大
会
で
は
、
雪
玉
を
使
っ
た
ス
ト
ラ
ッ
ク

ア
ウ
ト
ゲ
ー
ム
や
雪
上
ス
テ
ー
ジ
で
の
釣
り
ゲ
ー
ム
が
行

わ
れ
、
金
山
町
の
特
産
品
な
ど
が
景
品
と
し
て
贈
ら
れ
ま

し
た
。
か
ね
や
ま
の
ど
じ
ま
ん
で
は
、
町
内
外
か
ら
６
組

が
参
加
し
、
素
晴
ら
し
い
歌
唱
力
で
会
場
を
沸
か
せ
ま
し

た
。

সإ΋ৼΓ·いた໫·͖

̎ਓͷඒ͠いϋʔϞχʔ ૯੎໊̍̑Ͱେ合এ 雪݄ྻՐͰ雪·ͭΓલ೔Λ੝Γ্͛

΋͏গ͠Ͱ௼Εͦ͏ͩͧ ౰たΕͬʂ ͔΅·ΔΛなͰなͰ
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今
年
は
、
ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト
の

ゲ
ス
ト
に
お
笑
い
芸
人
の
あ
か
つ
さ

ん
を
お
呼
び
し
、
曲
に
合
わ
せ
た
相

撲
の
ダ
ン
ス
や
相
撲
も
の
ま
ね
を
披

露
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。
５
年
ぶ
り

の
雪
上
で
の
開
催
と
な
り
、
雪
板
や

そ
り
す
べ
り
な
ど
、
か
ね
や
ま
の
冬

を
お
お
い
に
堪
能
で
き
た
一
日
と
な

り
ま
し
た
。

たく͞Μͷग़ళऀ͕ձ場Λ੝Γ্͛·͠た

ʲࢲͷݴいたい͜ͱൃ表ձʳ
কདྷͷເɺࣗ෼ͷ૝いΛಊʑͱൃ表 ʲࣇಐੜెॻ͖ͧΊలʳখதֶੜͷ࡞඼͕ずらΓ

૬๾ωλͰձ場͸େരস

ۚ山࢈ͷおถ͕౰બ

早い早～い
！ 難しいぞ…

ʲ࿝ਓ࡞඼లʳྗ࡞Λͬ͡くΓؑ৆
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TOWN TOPICS
町の話題

５年目の成果を発表
コミュニティ・スクール取り組み発表会
݄̎̍̎೔ɺ઒ߍߴޱମҭؗʹ͓͍ͯίϛϡχ

ςΟɾεΫʔϧऔΓ૊Έൃදձ͕ߦΘΕ·ͨ͠ɻ
઒͕ߍߴޱίϛϡχςΟεΫʔϧʹ੍ఆ͞Ε͔ͯ
Βࠓ೥Ͱ̑೥͕ܦա͠ɺʮ઒ߴੜͷ௅ઓɹ̑೥໨
ͷ੒Ռʯͱ͍͏ςʔϚͰɺࣾձతॲํ൝ɾ஍Ҭ݈
೥ͷ੒ՌΛൃද͠ࠓ൝ͦΕͧΕ͕ڵ൝ɾ஍Ҭৼ߁
·ͨ͠ɻࣗ࡞ͷ෺ޠΛࢠ࡭ͨ͠ࡌܝΛൃͨͬ࢖ද
΍ɺ͔΅·ΔମૢΛΞϨϯδͨ͠ମૢɺΫΠζʹ
ΑΔΞΠεϒϨΠΫΛަ͑ͨൃදͳͲɺ֤൝͕޻
෉ΛڽΒ̑͠೥໨ʹ૬Ԡ͍͠ൃද͕ߦΘΕ·ͨ͠ɻ

ʮ͋なたにͰ͖Δʯࣾձతॲํに
ͭいͯൃ表͠·͠た

͢·Εたख͖ͭͰ雪Λӡͼ׳

օ͞Μͷ࡞඼Λͬ͡くΓؑ৆

金山中学校生除雪ボランティア
݄̎̒೔ɺ઒ޱ஍۠಺ʹ͓͍ͯۚࢁதֶߍ
શߍੜʹΑΔআઇϘϥϯςΟΞ͕ߦΘΕ·͠
ͨɻ̎ݢͷՈΛճΓɺݢઌ·Ͱੵ΋ͬͯ͠·
ͬͨઇͷআઇ΍ؔݰલͷআઇͳͲΛॏ఺తʹ
ͱɺ܎ઇΛ۷Δͯͬ࢖ɻείοϓΛͨ͠·͍ߦ
εϊʔμϯϓΛͯͬ࢖ഉઇ͢Δ܎ʹ෼͔Ε
ͯɺۚதੜͷνʔϜϫʔΫΛൃ͠شͳ͕Β࡞
ΘΕ·ͨ͠ɻߦ͕ۀ

手工芸・伝統食品展示会開催
݄̎̎̍೔ɺԣాެຽؗʹ͓͍ͯख޻
ܳɾ఻౷৯඼లࣔձ͕ߦΘΕ·ͨ͠ɻձ
৔ʹ͸ख࡞Γͷ๧ࢠɾ෰ɾόοΫɾͧ͏
Γɾۊண౳ͷΞΠςϜ΍ɺ͔Θ͍Β͍͠
͵͍͙ΔΈ౳͕లࣔ͞Ε·ͨ͠ɻ
·ͨɺࡢ೥ดͨ͠ߍԣాখֶߍͷϒʔ
ε΋͓͔ΕɺଔۀΞϧόϜ΍จूͳͲΛ
ͬ͘͡ΓͱಡΈฦ͠ԣాখֶߍͷ଍੻Λ
ৼΓฦΓ·ͨ͠ɻ
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TOWN TOPICS
町の話題

ʮΘた͠ͷࢥいʯΛ੔理͢Δ͖͔͚ͬになΓ·͠た

ۚ山ͷ雪ΛഽͰମ͠ײ·͠た

地域初の試み
おためし地域おこし協力隊
݄̎̎̍೔ʙ̎̏೔ɺொ಺ʹ͓͍ͯʮ͓
ͨΊ͠஍Ҭ͓͜͠ୂྗڠʯͷ׆ಈ͕ߦΘΕ
·ͨ͠ɻ͜ͷ׆ಈ͸஍Ҭ͓͜͠ڵʹୂྗڠ
ຯͷ͋ΔํΛର৅ʹɺࣗ෼ʹ߹ͬͨ஍Ҭ΍
΋Β͏͜ͱΛ໨తͱ͚ͯͭ͠ݟಈ಺༰Λ׆
͍ͯ·͢ɻொͰ͸ॳΊͯͷऔΓ૊ΈͰݝ಺
֎͔Β໊͕̒ࢀՃ͠ɺআઇۀ࡞΍εΩʔ৔
ͷ׆ಈɺઇ൘ͳͲౙͷΞΫςΟϏςΟΛମ
ऴ೔ʹ͸஍Ҭ՝୊ʹؔ͢Δ࠷ɻͨ͠·͠ݧ
ϫʔΫγϣοϓΛ։͠࠵ɺັྗͷຏ্͖͛
΍৘ใൃ৴ʹ͍ͭͯఏ͕͋ݴΓ·ͨ͠ɻ

思いを書いて伝えて
「ほっとカフェ」講話開催
݄̎̎̒೔ɺΏ͏Ώ͏ؗʹ͓͍࡚ͯٶɾ
൘Լɾେࢤ஍۠ͷํΛର৅ʹʮ΄ͬͱΧϑ
Σʯ͕ߦΘΕ·ͨ͠ɻࠓճ͸ɺձ௡ݖར༴
ηϯλʔॴ௕Λ͓ܴ͑͠ɺࣗݟޙɾ੒೥ޢ
෼ͷͪ࣋ؾ΍ر๬Λॻ͖ཹΊΔʮΘͨ͠ͷ
͍ͯͭʹ๏ํ༺׆ϊʔτʯͷॻ͖ํͱ͍ࢥ
ΘΕ·ͨ͠ɻࣗ෼ͷମͷ͜ͱ΍େߦ࿩͕ߨ
੾ͳਓ΁ͷϝοηʔδͳͲɺਓੜΛظ࠷·
Ͱࣗ෼Β͘͠աͨ͢͝Ίʹ੔ཧ͓ͯ͘͠ͱ
ͼ·ͨ͠ɻֶ͍ͯͭʹ͍ࢥ͍ྑ

ૂいΛఆΊͯʮͦΕͬʂʯ（ϞϧοΫ）

スポーツ推進委員講習会
ニュースポーツを体験
݄̎̎̔೔ɺޚਆָؗʹ͓͍ͯεϙʔπ
ਪਐҕһߨशձ͕ߦΘΕɺຊ໊ɾ੢୩ɾڮ
ཱͷॅຽΛର৅ʹχϡʔεϙʔπͷମ͕ݧ
ΘΕ·ͨ͠ɻχϡʔεϙʔπͱ͸ɺ೥ྸߦ
΍ମྗʹؔ܎ͳ͘୭΋ָ͕͠ΊΔ͜ͱΛ໨
తʹߟҊ͞ΕͨεϙʔπͰ͢ɻࠓճ͸ϥμ
ʔήολʔٕڝͱϞϧοΫٕڝͷ̎छ໨Λ
ମ͠ݧɺ৽͍֮͠ײͷεϙʔπΛָ͠Έ·
ͨ͠ɻ
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●●● 後期高齢者医療 保険料率について ●●●

ྩ࿨̔೥౓ͷऀྸߴظޙҩྍอݥྉ཰ΛҎԼͷͱ͓Γ͓஌Βͤ͠·͢ɻ

ʲࢠͲ΋ɾࢠҭてࢧԉۚ෼ʳ
ྩ࿨̓೥౓のอݥྉ཰ ྩ࿨̔೥౓のอݥྉ཰

ۉ ౳ ׂ ֹ ― 年額　１, ４００円
ॴ ಘ ׂ ཰ ― ０. ２５％
ො՝ݶ౓ֹ ― ２１, ０００円

ʮࢠͲ΋ɾࢠҭてࢧԉ੍ۚ౓ʯͱ͸
શੈ୅΍͔ۀاΒࢧԉۚΛڌग़͠ɺͦΕʹΑΔࢠҭてੈଳにର͢Δڅ෇の֦ॆΛ௨ͯ͡ɺ

ΛؚΉ̒ͭͷۀࣄͷهԉۚ͸ɺԼࢧ૊ΈͰ͢ɻ࢓ҭてੈଳΛࣾձશମͰԠԉ͢ΔࢠͲ΋΍ࢠ
ΒΕ·͢ɻͯॆʹۀࣄ
˞ʮࢠͲ΋ɾࢠҭͯࢧԉۚ෼ʯ͸ऀྸߴظޙҩྍอݥΛؚΉશͯͷ݈߁อݥͰ৽ઃ͞Ε·͢ɻ

児童手当の拡充
●所得によらず、支給の対象となります。
●支給期間を高校生年代まで延長します。
●第３子以降はより手厚く、一人当たり月３万円に大幅増額します。
●４か月に１回から、２か月に１回の支給になります。

※令和６年10月分から拡充

「伴走型相談支援」の面談と合わせて、
・妊娠届出時に５万円
・妊娠後期以降に妊娠している
　こどもの数×５万円を支給します。

※令和７年度から制度化

その後も
継続的に
支援

０歳～３歳未満

３歳～小学生

中学生

児童手当（月額）支援対象

1.5万円
1万円
1万円

第3子以降
1.5万円

０歳～３歳未満

３歳～小学生

中学生

高校生

児童手当（月額）支援対象

1.5万円
1万円
1万円
1万円

第3子以降
3万円

所
得
制
限
な
し

児童手当の拡充

960
万
円
未
満

妊婦のための支援給付

妊娠を
届け出たとき

1回目
妊娠後期

2回目
産後

まもない時期

3回目

妊娠届出時

５万円
妊娠しているこどもの数

×５万円

「こども誰でも通園制度」は、
保育所等に通っていない０歳６
カ月から満３歳未満のこどもが
時間単位等で柔軟に利用できる
制度です。
（こども１人当たり10時間／月）

※令和７年度は希望自治体、令和８年
度より全国実施

こども誰でも通園制度

令和８年度より開始
·ͨɺྩ࿨̔೥౓͔ΒࢠͲ΋ࢠҭてࢧԉ੍ۚ౓͕։࢝͞Ε·͢ɻ
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●●● 後期高齢者医療 保険料率について ●●●

ྩ࿨̔೥౓ͷऀྸߴظޙҩྍอݥྉ཰ΛҎԼͷͱ͓Γ͓஌Βͤ͠·͢ɻ

ྩ࿨̔೥౓ऀྸߴظޙҩྍอݥྉ཰
ʲҩྍ෼ʳ

ྩ࿨̓೥౓のอݥྉ཰ ྩ࿨̔೥౓のอݥྉ཰
ۉ ౳ ׂ ֹ 年額　４５, ９００円 年額　４９, ０００円
ॴ ಘ ׂ ཰ ８. ９８％ ９. ２４％
ො՝ݶ౓ֹ ８００, ０００円 ８５０, ０００円

ݮྉ཰のܰݥҩྍอऀྸߴظޙ
ಉҰੈଳ಺ͷඃอٴऀݥͼੈଳओͷ૯ॴಘֹۚ౳ͷ߹جֹ͕ܭ४ֹҎԼͷ৔߹ɺԼهͷͱ

͓Γۉ౳ֹׂ͸ܰ͞ݮΕ·͢ɻߦݱͷׂ̓ܰݮ͸ɺྩ࿨̔ɾ̕೥౓ʹݶΓɺҩྍ෼ͷΈʮ̓ɽ̎
ʯͱͳΓ·͢ɻݮׂܰ

ʲҩྍ෼ʳ

合ׂݮܰ ४جાஔのॴಘ൑ఆݮ౳ֹׂのܰۉ のޙݮܰ
౳ֹׂۉ

̓ɽ̎ ׂ 基礎控除（４３万円）＋１０万円×（年金・給与所得者等の数－１） １３,７２０円

ׂ̑
基礎控除（４３万円）＋（３１万円×被保険者数）＋１０万円×（年
金・給与所得者等の数－１）

２４,５００円

ׂ̎
基礎控除（４３万円）＋（５７万円×被保険者数）＋１０万円×（年
金・給与所得者等の数－１）

３９,２００円

ʲࢠͲ΋ɾࢠҭてࢧԉۚ෼ʳ

合ׂݮܰ ४جાஔのॴಘ൑ఆݮ౳ֹׂのܰۉ のޙݮܰ
౳ֹׂۉ

ׂ̓ 基礎控除（４３万円）＋１０万円×（年金・給与所得者等の数－１） ４２０円

ׂ̑
基礎控除（４３万円）＋（３１万円×被保険者数）＋１０万円×（年
金・給与所得者等の数－１）

７００円

ׂ̎
基礎控除（４３万円）＋（５７万円×被保険者数）＋１０万円×（年
金・給与所得者等の数－１）

１,１２０円

◎問い合わせ…อݥྉʹؔ͢Δ͜ͱɹॅຽ܎ɹὸ̑̐ʵ̑̍̎̍
ɹɹɹɹɹɹɹ֨ࢿʹؔ͢Δ͜ͱɹɹอ݈܎ɹὸ̑̐ʵ̑̍̏̑

·ͨɺྩ࿨̔೥౓͔ΒࢠͲ΋ࢠҭてࢧԉ੍ۚ౓͕։࢝͞Ε·͢ɻ
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●●●国民健康保険の手続きを忘れずに！●●●
～健康保険の切り替えには必ず手続きが必要です～

就　職 退　職 進　学 卒　業 引っ越し

ೝॻΛฦ٫֬֨͠ࢿͷखଓ͖͕ඞཁͰ͢ɻݥอ߁ຽ݈ࠃͳͬͨͱ͖͸ɺʹߋม͕ݥอ߁݈
͚ͨͩͰ͸खଓ͖͸ྃ͠׬·せΜɻ·ͨɺϚΠφอূݥΛར༻͠ていΔํͰ΋खଓ͖͕ඞཁ
Ͱ͢ɻ๨Εͣʹखଓ͖͠·͠ΐ͏ɻ

खଓ͖͕ඞཁͳͱ͖ खଓ͖にඞཁͳ΋の

国保に
加　入

他の市区町村から転入したとき ɾసग़ূ໌ॻ
他の健康保険を脱退したとき
（家族の扶養に入ったとき）〔※１〕 ɾ݈߁อ֨ࢿݥ૕ࣦূ໌ॻʤ˞̎ʥ

生活保護を廃止したとき ɾੜ׆อޢഇܾࢭఆ௨஌ॻ

Ճೖのखଓ͖͕஗ΕΔͱ…
Λऔಘͨ͠೔ʢྫɿୀ৬ͷͱ͖͸ୀ৬೔ͷཌ೔ʣ֨ࢿ੫͸ɺݥอ߁ຽ݈ࠃ
͔Βൃੜ͠·͢ɻͦͷ೔·ͰḪͬͯࠃຽ݈߁อݥ੫Λೲೖ͠ͳͯ͘͸ͳΓ
·ͤΜɻ

खଓ͖͕ඞཁͳͱ͖ खଓ͖にඞཁͳ΋の

国保を
脱　退

他の市区町村に転出したとき ɾࠃຽ݈߁อ֬֨ࢿݥೝॻʤ˞̏ʥ

他の健康保険に加入したとき
（家族の扶養に入ったとき）〔※１〕

ɾଞͷ݈߁อݥʹՃೖͨ͜͠ͱ͕෼͔Δॻྨ
ʢ݈߁อ֨ࢿݥऔಘূ໌ॻɺ֬֨ࢿೝॻͷ
ࣸ͠ɺ֨ࢿ৘ใͷ͓஌Βͤͷࣸ͠౳ʣ
ɾࠃຽ݈߁อ֬֨ࢿݥೝॻʤ˞̏ʥ

生活保護を受給したとき ɾੜ׆อޢ։ܾ࢝ఆ௨஌ॻ
ɾࠃຽ݈߁อ֬֨ࢿݥೝॻʤ˞̏ʥ

死亡したとき खଓ͖͸ෆཁͰ͢ɻࠃຽ݈߁อ֬֨ࢿݥೝॻ
ʤ˞̏ʥΛฦ٫͍ͯͩ͘͠͞ɻ

７５歳になるとき खଓ͖͸ෆཁͰ͢ɻࠃຽ݈߁อ֬֨ࢿݥೝॻ
ʤ˞̏ʥΛฦ٫͍ͯͩ͘͠͞ɻ

୤ୀのखଓ͖͕஗ΕΔͱ…
ɹ୤ୀલͷࠃຽ݈߁อݥ੫ֹͰೲ੫௨஌͕ૹ෇͞Εͯ͠·͍·͢ʢೲΊա
ฦؐ͞Ε·͢ʣɻʹޙ੫͸୤ୀͷखଓ͖ݥอ߁ຽ݈ࠃͨ͗

˞̍ɿଞͷ݈߁อݥΛՃೖɾ୤ୀͨ͠ͱ͖ɺࠃຽ݈߁อ͕ࣗݥಈతʹ୤ୀɾՃೖ͢Δ͜ͱ΍
ձࣾଆͰखଓ͖͢Δ͜ͱ͸͋Γ·ͤΜɻඞͣ͝ຊਓ΍͝Ո଒のํ͕खଓ͖͠てͩ͘͞いɻ

˞̎ɿ݈߁อ֨ࢿݥऔಘɾ૕ࣦূ໌ॻ͸͓ۈΊઌ͔Βൃ͞ߦΕ·͢ɻ
˞̏ɿϚΠφอূݥΛར༻͍ͯͯ͠ɺ֬֨ࢿೝॻΛ͓࣋ͪͰͳ͍ํ͸࣋ࢀ΍ฦ٫ෆཁͰ͢ɻ

◎͓問い合わせ…อ݈܎ɹὸ̑̐ʵ̑̍̏̑

注意!!

注意!!
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Ｉ
Ｎ
Ｆ
Ｏ
Ｒ
Ｍ
Ａ
Ｔ
Ｉ
Ｏ
Ｎ

お
知
ら
せ

▼
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
と
は

「
新
薬
」
の
特
許
期
間
終
了
後
に

製
造
販
売
さ
れ
る
、
新
薬
と
同
じ
成

分
や
効
果
を
持
つ
医
薬
品
の
こ
と
で

す
。
開
発
費
が
あ
ま
り
か
か
ら
な
い

た
め
、
お
薬
代
の
自
己
負
担
額
が
軽

減
さ
れ
ま
す
。

新
薬
と
同
様
に
薬
事
法
に
も
と
づ

い
て
国
の
承
認
を
受
け
て
い
ま
す
。

※
新
薬
全
て
に
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬

品
が
あ
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

▼
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
差
額
通
知

服
用
さ
れ
て
い
る
新
薬
を
ジ
ェ
ネ

リ
ッ
ク
医
薬
品
に
切
り
替
え
た
場
合

に
、
お
薬
代
の
自
己
負
担
額
が
一
定

額
以
上
軽
減
さ
れ
る
と
見
込
ま
れ
る

被
保
険
者
の
方
を
対
象
に
お
送
り
す

る
も
の
で
す
。
町
で
は
、
年
に
４
回

差
額
通
知
の
送
付
を
実
施
し
て
い
ま

す
。（
６
月
、
９
月
、
1�
月
、
３
月
頃
）

▼
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
を
希
望
す

る
に
は

国
保
加
入
時
「
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医

薬
品
希
望
シ
ー
ル
」
を
配
布
し
て
い

国
民
健
康
保
険
加
入
者
の
方
へ

～
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
差
額

通
知
に
つ
い
て
の
お
知
ら
せ
～

保
健
福
祉

ま
す
。
こ
の
シ
ー
ル
を
診
察
券
や
お

薬
手
帳
の
余
白
部
分
に
貼
付
の
う
え
、

医
師
や
薬
剤
師
に
提
示
・
ご
相
談
く

だ
さ
い
。
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
希

望
シ
ー
ル
が
必
要
な
方
は
、
保
健
係

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※
医
師
の
判
断
に
よ
り
ジ
ェ
ネ
リ
ッ

ク
医
薬
品
が
処
方
さ
れ
な
い
場
合

が
あ
り
ま
す
。

◎
問
い
合
わ
せ
…
保
健
係

☎
��

−

５
１
３
５

自
衛
隊
で
は
次
の
採
用
種
目
の
と

お
り
自
衛
官
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

▼
募
集
職
種

①
技
術
曹
（
陸
上
・
海
上
・
航
空
自

衛
隊
）

②
一
般
曹
候
補
生
（
陸
上
・
海
上
・

航
空
自
衛
隊
）

③
幹
部
候
補
曹
（
陸
上
・
海
上
・
航

空
自
衛
隊
）

▼
応
募
資
格

①
��
歳
以
上
の
も
の
で
国
家
免
許
資

格
取
得
者
等

②
1�
歳
以
上
��
未
満
の
者
（
��
歳
の

者
は
採
用
予
定
月
の
末
日
現
在
、

自
衛
官
募
集 募

集

��
歳
に
達
し
て
い
な
い
も
の
）

③
��
歳
以
上
��
未
満
の
者

▼
受
付
期
間

①
３
月
１
日
～
５
月
1�
日

②
３
月
１
日
～
５
月
７
日

③
（
Ａ
）
３
月
１
日
～
４
月
３
日

（
Ｂ
）
４
月
��
日
～
６
月
５
日

▼
試
験
期
日

①
陸
：
６
月
８
日
・
９
日
／
海
：
６

月
1�
日
ま
た
は
1�
日
／
空
：
６
月

1�
日

②
一
次
：
５
月
1�
日
～
５
月
��
日

（
い
ず
れ
か
１
日
を
指
定
）

③
（
Ａ
）
１
次
：
４
月
11
日

（
Ｂ
）
１
次
：
６
月
1�
日

▼
合
格
発
表

①
７
月
��
日

②
１
次
：
６
月
４
日

③
（
Ａ
）
１
次
：
５
月
�1
日

（
Ｂ
）
１
次
：
７
月
1�
日

※
（
技
術
曹
の
国
家
資
格
等
は
、
部

門
に
よ
っ
て
様
々
な
資
格
等
が
該
当

し
ま
す
。
自
衛
官
募
集
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
掲
載
ま
た
は
応
募
先
に
問
い
合

せ
く
だ
さ
い
。

◎
問
い
合
わ
せ
…
自
衛
隊
福
島
地
方

協
力
本
部

会
津
若
松
出
張
所

☎
０
２
４
２

−

��

−

６
７
２
４

表

彰

統
計
調
査
農
林
水
産
大
臣
表
彰

統
計
調
査
に
お
い
て
功
績
の
あ
っ

た
、
加か

藤と
う

清せ
い

吉き
ち

さ
ん
（
川
口
）
に
農

林
水
産
大
臣
か
ら
表
彰
状
が
送
ら
れ

ま
し
た
。
こ
れ
は
２
０
２
５
年
農
林

業
セ
ン
サ
ス
に
指
導
員
と
し
て
従
事

し
た
功
績
に
対
し
て
贈
ら
れ
た
も
の

で
す
。
な
お
、
同
日
に
福
島
県
統
計

協
会
名
誉
会
長
表
彰
が
行
わ
れ
、
金

山
町
か
ら
は
青あ

お
や
ぎ栁

雄ゆ
う

一い
ち

さ
ん
（
水
沼
）、

若わ
か
ば
や
し林
豊と

よ

曻の
り

さ
ん
（
大
栗
山
）、
目め

黒ぐ
ろ

三み
つ

雄お

さ
ん
（
八
町
）、
滝た

き

沢ざ
わ

芳よ
し

正ま
さ

さ

ん
（
田
沢
）、五ご

ノの

井い

貞さ
だ

彦ひ
こ

さ
ん
（
水

沼
）
の
５
名
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。সإͰडষ͞ΕたՃ౻͞Μ
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こ
れ
か
ら
の
予
定

「
災
害
情
報
等
案
内
サ
ー
ビ
ス
」

の
電
話
番
号
が
変
わ
り
ま
し
た

「
災
害
情
報
等
案
内
サ
ー
ビ
ス
」

の
電
話
番
号
が
３
月
９
日
か
ら
変
更

に
な
り
ま
し
た
。

▼
変
更
前

☎
０
２
４
２

−

��

−

６
１
１
９

▼
変
更
後

☎︎
０
５
０

－

５
５
３
６

－

５
０
５
４

○
火
事
・
救
急
・
救
助
は
１
１
９

◎
問
い
合
わ
せ
…
会
津
坂
下
消
防
署

金
山
出
張
所

☎
��

−

３
１
０
０

そ
の
他

町
で
は
現
在
の
農
業
委
員
・
農
地

利
用
最
適
化
推
進
委
員
が
本
年
７
月

に
任
期
満
了
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、

農
業
委
員
・
農
地
利
用
最
適
化
推
進

委
員
を
次
の
と
お
り
募
集
し
ま
す
。

農
業
委
員
お
よ
び
農
地
利
用
最

適
化
推
進
委
員
募
集
に
つ
い
て

▼
定
数

農
業
委
員
1�
人
、
農
地
利
用
最
適

化
推
進
委
員
３
人

※
ど
ち
ら
に
も
推
薦
、
応
募
で
き
ま

す
が
、
ど
ち
ら
か
一
方
の
委
員
に

し
か
な
れ
ま
せ
ん
。

▼
任
期

令
和
８
年
７
月
��
日
よ
り
令
和
11

年
７
月
1�
日
ま
で
（
３
年
間
）

※
農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
に
つ

い
て
は
、
農
業
委
員
会
よ
り
委
嘱

さ
れ
た
日
か
ら
令
和
11
年
７
月
1�

日
ま
で

▼
募
集
期
限

令
和
８
年
３
月
��
日
（
金
）

▼
推
薦
、
応
募
の
方
法

農
政
係
（
農
業
委
員
会
事
務
局
）

ま
た
は
横
田
出
張
所
で
用
紙
を
交
付

し
ま
す
の
で
、
必
要
事
項
を
記
入
し

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

◎
問
い
合
わ
せ
…

農
業
委
員
会
事
務
局

☎
��

−

５
３
２
１

協
力
隊
活
動
報
告
に
つ
い
て

地
域
お
こ
し
協
力
隊
は
、
都
市
地

域
等
か
ら
地
方
に
移
住
し
て
、
地
方

自
治
体
か
ら
の
委
嘱
内
容
に
応
じ
、

地
域
の
実
情
に
応
じ
た
活
動
を
行
う

取
り
組
み
で
す
。
町
で
は
現
在
４
名

の
隊
員
が
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

一
方
で
、
地
域
へ
の
定
住
・
定
着

を
図
る
取
り
組
み
で
も
あ
る
こ
と
か

ら
、
町
民
の
皆
さ
ま
に
も
活
動
内
容

を
知
っ
て
い
た
だ
き
た
く
、
活
動
状

況
の
報
告
会
を
開
催
し
ま
す
の
で
、

お
気
軽
に
お
い
で
く
だ
さ
い
。

▼
開
催
日
時

３
月
1�
日
（
木
）

　
　
　
　
　
　

午
後
６
時
～

▼
場
所

開
発
セ
ン
タ
ー
３
階
大
会
議
室

◎
問
い
合
わ
せ
…
企
画
係

☎
��

−

５
２
０
３

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
発
電
設
備

等
の
設
置
に
関
し
、
必
要
な
事
項
を

定
め
る
条
例
案
に
つ
い
て
、
町
民
の

皆
様
か
ら
の
意
見
を
募
集
し
ま
す
。

▼
閲
覧
資
料

意
見
聴
取
の
募
集
案
内
、
金
山
町

自
然
環
境
等
と
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ

ー
発
電
事
業
等
と
の
調
和
に
関
す
る

条
例
（
案
）

▼
意
見
の
募
集
期
間

３
月
1�
日
（
月
）
～
４
月
1�
日

（
金
）条例

案
は
企
画
係
、
横
田
出
張
所

に
備
え
付
け
る
ほ
か
町
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
掲
載
し
ま
す
。

◎
問
い
合
わ
せ
…
企
画
係

☎
��

−

５
２
０
３

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
の

実
施
に
つ
い
て

1�広報かねやま　̔��̏��̍２

★
３
月
★

▼
13
日
（
金
）

⿠

卒
業
証
書
授
与
式

金
山
中
学
校

⿠

古
文
書
教
室

午
前
10
時
～
午
前
11
時
30
分

開
発
セ
ン
タ
ー

▼
18
日
（
水
）

⿠

運
転
免
許
更
新

午
前
９
時
30
分
～

開
発
セ
ン
タ
ー

▼
23
日
（
月
）

⿠

卒
業
証
書
授
与
式

か
ね
や
ま
小
学
校

▼
26
日
（
木
）

⿠

修
了
お
い
わ
い
の
会

川
口
保
育
所

▼
27
日
（
金
）

⿠

離
任
式

か
ね
や
ま
小
学
校

▼
30
日
（
月
）

⿠

離
任
式

金
山
中
学
校
・
川
口
高
校

★
４
月
★

▼
３
日
（
金
）

⿠

入
所
お
め
で
と
う
の
会

保
育
所

▼
６
日
（
月
）

⿠

か
ね
や
ま
小
学
校
入
学
式

⿠

金
山
中
学
校
入
学
式

⿠

春
の
全
国
交
通
安
全
運
動
（
～
15
日
）

▼
８
日
（
水
）

⿠

人
権
行
政
合
同
相
談
会

午
前
10
時
～
正
午

開
発
セ
ン
タ
ー

⿠

川
口
高
校
入
学
式



金山町の人口（ 3月 1日現在）
世 帯 数� 969世帯（－３）
人　　口� 1,674人　（－６）
　 男 � 828人　（－２）
　 女 � 846人　（－４）

※（　）内は先月比　　住民基本台帳から

あの人この人
２月届出（敬称略）

　『広報かねやま』への記載に同意して
いただいた方のみ掲載しております。

霊よ安らかに

渡　部　キ　ノ（93歳）滝　沢

菅　家　照　子（96歳）上横田

五十島　守　正（72歳）沼　沢

今月の納税
⿟ਫಓ࢖༻ྉ� ݄̏෼

納期限は
３月31日
納め忘れにご注意ください

１
月
1�
日
～
２
月
1�
日
集
計

⿟

寄
付
件
数

��
件

⿟

寄
付
金
額

六
十
三
万
六
千
円

ご
寄
付
は
地
域
の
活
性
化
事
業
や

自
然
環
境
の
保
全
事
業
な
ど
に
活
用

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

ふ
る
さ
と
応
援
寄
付
金

全
国
的
な
不
漁
に
よ
り
令
和
６
年

４
月
１
日
か
ら
２
年
間
禁
漁
と
な
っ

て
お
り
ま
し
た
ヒ
メ
マ
ス
漁
が
、
４

月
１
日
よ
り
解
禁
に
な
り
ま
す
。

▼
解
禁
区
域

沼
沢
湖
全
域
（
一
部
禁
漁
あ
り
）

◎
問
い
合
わ
せ
…
林
業
係

☎
��

−

５
３
２
２

沼
沢
湖
ヒ
メ
マ
ス
の
解
禁
に

つ
い
て
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自家消費用食品等の
放射性物質簡易測定の結果について

ɹෳ਺ͷݕମΛଌఆ͍ͯ͠Δ৔߹͸࠷௿஋ͱߴ࠷஋Λදࣔ
͍ͯ͠·͢ɻ
ʢଌఆ೥݄೔ ྩ࿨̔೥݄̎̍೔ʙྩ࿨̔೥݄̎̎̔೔ʣ
˞ʮ̣̙ʯ͸ɺ1�ϕΫϨϧ�ᶵະຬͰ͢ɻʢ୯ҐɿϕΫϨϧ�ᶵʣ

˞ްੜ࿑ಇল͕ఆΊΔҰൠ৯඼ͷ์ࣹੑηγ΢Ϝͷج४஋
͸̍̌̌ϕΫϨϧʗᶵͰ͢ɻ
ɹொͰ͸ࣗՈফඅ༻ͷ৯඼౳ʹ͍ͭͯ์ࣹઢଌఆΛ໾৔Ͱ
ɻ͢·͍ͯͬߦ
◎問い合わせ…
ɹอ݈܎ɹὸ̑̐ʵ̑̍̏̑ʢࣗՈফඅ༻৯඼ʹ͍ͭͯʣ
ɹྛ܎ۀɹὸ̑̐ʵ̑̏̎̎ʢൢച༻৯඼ʹ͍ͭͯʣɹɹ

品　　名 測定件数 未検出数 セシウム
（134＋137合計値）

地下水 3 1 21.9
焼却灰 1 0 491.8

金山町公式ＬＩＮＥで情報を配信しています！

３月１日現在の登録者数
５１０人

友だち登録お願いします

ご
寄
付
に
感
謝



かねやまの支え 愛

ホームページアドレス　IUUQT���XXX�UPXO�LBOFZBNB�GVLVTIJNB�KQ�
電子メールアドレス　　P⒏DF!UPXO�LBOFZBNB�GVLVTIJNB�KQ

かねやまの支え

ホームページアドレス　IUUQT���XXX�UPXO�LBOFZBNB�GVLVTIJNB�KQ�
電子メールアドレス　　P⒏DF!UPXO�LBOFZBNB�GVLVTIJNB�KQ

愛

お
じ
ゃ
ま
し
ま
す

豪雪にたたずむなないろ（山入）

町
は
「
新
規
起
業
者
支
援
事
業
補
助

金
」
で
、
町
内
で
起
業
す
る
方
を
対
象

に
、
事
業
所
等
の
新
築
や
改
装
な
ど
に

係
る
費
用
の
一
部
を
支
援
し
て
い
ま
す
。

農
家
民
泊
を
始
め
た
き
っ
か
け

特
に
若
い
人
た
ち
に
農
業
に
興
味
を

持
っ
て
も
ら
い
、
担
い
手
を
増
や
す
き

っ
か
け
に
な
れ
れ
ば
と
い
う
気
持
ち
で

始
め
た
の
が
な
な
い
ろ
で
す
。
開
業
に

不
安
が
あ
り
ま
し
た
が
、
補
助
金
で
初

期
費
用
の
負
担
を
軽
減
で
き
た
こ
と
で
、

円
滑
に
事
業
を
ス
タ
ー
ト
で
き
ま
し
た
。

お
客
様
の
安
心
と
満
足
感

補
助
金
は
主
に
客
室
や
水
回
り
の
改

修
、
火
災
報
知
器
の
設
置
な
ど
に
活
用

し
ま
し
た
。
お
客
様
が
安
心
・
安
全
に

過
ご
せ
る
空
間
づ
く
り
が
で
き
、「
清

潔
で
安
心
し
て
過
ご
せ
る
」
と
声
を
い

た
だ
い
て
い
ま
す
。

ま
た
、「
金
山
の
生
活
を
体
験
す
る
」

と
い
う
コ
ン
セ
プ
ト
を
大
切
に
し
て
い

て
「
自
然
の
中
で
ゆ
っ
く
り
で
き
た
」

「
農
業
体
験
は
貴
重
な
経
験
」
と
い
っ

た
感
想
も
あ
り
、
1
日
1
組
な
ら
で
は

の
落
ち
着
い
た
環
境
を
喜
ん
で
い
た
だ

い
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
の
な
な
い
ろ

日
々
の
営
業
は
、
支
え
て
く
だ
さ
る

地
域
の
皆
さ
ま
の
お
か
げ
で
成
り
立
っ

て
い
ま
す
。
今
後
も
子
育
て
を
大
切
に

し
な
が
ら
、
地
域
の
魅
力
を
丁
寧
に
お

伝
え
で
き
る
場
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で

ま
い
り
ま
す
。

農
家
民
泊nanairo−

な
な
い
ろ

−

安あ
ん
ど
う藤

奈な

な菜
さ
ん

（
上
横
田
・
事
業
所
：
山
入
）

せせらぎ荘の
指定管理者

が

変更になりま
す

　せせらぎ荘および玉梨温泉共同浴場の
指定管理者が、令和８年４月１日より
「グッドスタッフ」から「企業組合おく
愛ズ」に変更になります。

町内外から愛される、
せせらぎ荘を守れるよ
うに尽力いたします。

企業組合おく愛ズ

代表理事　目
め

黒
ぐ ろ

祐
ゆ う

一
い ち

16

▼営業について
　せせらぎ荘入浴施設・玉梨温
泉共同浴場は４月１日より営業
します。
▼その他
現在発行の割引券、半年パス、
回数券、ポイントカードは継続
して使用できます。
３月３１日まではグッドスタ
ッフにより終日営業されます。

◎問い合わせ…商工観光係
☎︎５４－５３２７

せせらぎ荘

玉梨温泉共同浴場




